
都市再生特別地区（八重洲一丁目北地区）
都市計画（素案）の概要

東京建物株式会社

資料１



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。計画概要

■計画概要

■イメージパース（北西側から望む。）

計画地 東京都中央区八重洲一丁目地内

地域地区等 商業地域/防火地域/駐車場整備地区/日本橋・東京駅前地区地区計画

指定容積率 800％

基準建ぺい率 80％（防火地域内の耐火建築物により100％）

都市再生特別地区の区域面積 約1.6ha

街区別諸元 全体 南街区 北街区

計画容積率 1,670％ ２,030％ 60％

建築物の高さの最高限度 － GL＋235ｍ GL＋20ｍ

敷地面積 約9,260㎡ 約7,560㎡ 約1,700㎡

延べ面積
（容積対象延べ面積）

約181,500㎡
（約154,400㎡）

約180,500㎡
（約153,400㎡）

約1,000㎡
（約1,000㎡）

主要用途 －
事務所、店舗、宿泊施設、

駐車場等
店舗等

階数 － 地上45階、地下5階 地上2階、地下1階

駐
車
台
数

自動車（うち荷捌き）※1 162台（22台） 161台（21台） 1台（1台）

自動二輪 25台 25台 －

自転車
120台

（公共的駐輪場50台を含む）
120台

（公共的駐輪場50台を含む）
－

着工（予定）／竣工（予定） （着工）2025年度～（竣工）2035年度

北街区

南街区

日本橋川

※1 「東京駅前地区駐車場地域ルール」の適用を想定した台数。

■配置図■位置図

※「日本橋川沿いエリアのまちづくりビジョン」対象エリア内の5地区を示す

1



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。

○日本橋川沿いエリアのまちづくりを千載一遇の好機と捉え、名橋「日本橋」上空の首都
高速道路の移設撤去及び日本橋川再生の取組を推進する。

○国際都市東京を代表する世界に誇る日本の魅力的な水辺景観の形成や、歩行者中心
のまちの形成に向けた水辺空間や水辺のネットワーク形成に向け、地区間連携を図る。

Ｈ１４．４ 東京都心における首都高速道路のあり方委員会 提言書とりまとめ

Ｈ１８．９ 日本橋川に空を取り戻す会 提言書とりまとめ

Ｈ２４．９ 首都高速の再生に関する有識者会議 提言書とりまとめ

Ｈ２６．１１ 首都高大規模更新事業の事業化

Ｈ２８．５ 日本橋川沿いの３地区を国家戦略特区の都市再生プロジェクトに追加

Ｈ２９．７ 国土交通大臣、東京都知事

「日本橋周辺のまちづくりと連携し、首都高速道路の地下化に向けて取り組む。」

Ｈ２９．１１～Ｈ３０．７ 「首都高日本橋地下化検討会」 開催

首都高地下化ルート公表

首都高速道路の地下化や水辺の賑わい創出に向けた取組
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＜日本橋川沿いの水辺空間の整備イメージ＞

〔首都高日本橋地下化に関するこれまでの経緯〕

〔参考〕日本橋川沿いエリアのまちづくりビジョン2017（中央区）

日 本 橋 川 沿 い エ リ ア 共 通 の 取 組

（仮）日本橋川沿いエリアマネジメント
・地域文化の醸成、発信
・地域の防災
・公共空間の管理、利活用の検討
・景観ガイドラインの作成・運用
・MICE（コンベンション）等の誘致の連携

既存の地域組織・地域活動

国内外の組織
旅行代理店、イベント会社、舟運事業者など

国

東京都

中央区

警察

消防

交通
事業者

参加 連携

連携

連携

調整

参加
再
開
発
地
区

＜水辺景観の整備＞

【日本橋川沿いの水辺空間の創出】

○日本橋川沿い５地区が連携して、歴史や水辺に配慮し
たオープンスペースの創出や歩行者ネットワークの形成、
日本橋川沿いの連続的な賑わいの創出を図る。

＜エリアマネジメントの組織構成・取組イメージ＞

首都高地下化ルート
（第３回 首都高日本橋地下化検討会資料より）

【エリアマネジメント組織の検討】

○官/民/地元および日本橋川沿い５地区が連携し、
「（仮）日本橋川沿いエリアマネジメント」を設置する。

【景観ガイドラインの作成・運用】

○エリアマネジメント組織の取組として、景観ガイドラインの
作成・運用を図り、川沿いの景観形成に取り組む。

【首都高地下化の実現に向けた協力】

○首都高速道路の整備及び管理に必要な空間の創出等
首都高地下化の取組に協力する。

※上記パースは、日本橋一丁目中地区都市再生特別地区 提案書より抜粋



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。

１－③
首都高地下化への協力

b – b’断面イメージ
１－②
デッキレベルの歩行者
ネットワークの整備

a – a’断面イメージ

１－②
地下レベルの歩行者ネットワークの整備

都市再生への貢献

① 国際金融・都心型MICEを支える高度金融人材サポート施設の整備
① 日本橋川交流拠点の象徴となる広場空間の整備

② 駅・まち・川をつなぐ地上・地下・デッキレベルの歩行者ネットワークの整備

③ 首都高地下化の実現に向けた協力

１ 日本橋川沿いの連続的な水辺空間と歩行者ネットワークの整備 ２ 国際競争力の強化に資する金融拠点の形成

① 地域の防災対応力強化に向けた取組

② 環境負荷低減に向けた取組

３ 防災対応力強化と環境負荷低減

※地下歩行者ネットワークは、「東京駅前地域のまちづくり
ガイドライン2018（中央区）」、「日本橋川沿いエリアの
まちづくりビジョン2017（中央区）」に基づき記載

大手町地区
（D-1街区）

平面イメージ

１－①
日本橋川交流拠点の象徴
となる広場空間の整備

１－②
地下レベルの歩行者
ネットワークの整備

１－②
デッキレベルの歩行者
ネットワークの整備

１－③
首都高地下化への協力

大手町地区
（D-1街区）

a’

キープラン
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１－①
日本橋川交流拠点の象徴
となる広場空間の整備

2－①
国際金融・都心型MICEを支える
高度金融人材サポート施設の整備



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。

滞留

① 日本橋川交流拠点の象徴となる広場空間の整備

【地上レベルの空間整備】

○北街区や河川区域内の護岸上部、西河岸橋橋詰を再整備し、川沿いの滞
留・通行空間の創出や、オープンスペースネットワークの拡充を図る。

○川沿いに低層の賑わい施設を整備し、水辺の賑わいを創出する。

【２F・３Fの空間整備】

○北街区の２Fや、南街区の２Ｆ、３Fレベルにオープンスペースを整備し、首都高
地下化により修景された日本橋川を眺める眺望点を創出する。

＜整備イメージ＞ －日本橋川交流拠点の象徴となる立体広場－

【整備内容】

〇河川区域内の護岸上部も活用し、日本橋川交流拠点の象徴となる、地上レベルからも２・３Ｆレベルからも水辺を楽しめる重層的な広場空間（立体広場（合計約2,400㎡））を整備する。

〇日本橋川沿い５地区が連携して整備する日本橋川沿いの水辺空間の入口となるゲート広場（約1,000㎡）を整備する。

〇エリアマネジメントにより、河川区域内の賑わい・交流空間の創出に取り組む。

■エリアマネジメントによる河川区域内の賑わい・交流空間の創出

＜河川区域内の整備イメージと活用に向けた体制イメージ＞

北街区建物

賑わい
機能

賑わい
機能

河川区域境界

既存護岸

通行

日本橋川

東京都 中央区

町会 管理組合

河川占用準則に基づく
協議会等の設置

など

■日本橋川交流拠点の象徴となる立体広場（合計約2,400㎡）の整備 ■日本橋川沿いの水辺空間の入口となるゲート広場（約1,000㎡）の整備

○中央区が策定した「日本橋川沿いエリ
アのまちづくりビジョン2017」では、周
辺の５地区のまちづくりが連携して日
本橋川沿いの水辺空間の創出に取り
組むとしており、当地区はその玄関口
としての環境整備が期待されている。

○南街区の東京駅側に日本橋川沿い
の水辺空間の入口となるゲート広場
（約1,000㎡）を整備する。

北街区

南街区

隣接街区との将来的な
ネットワーク化を想定

北街区

南街区

日本橋川

日本橋・日本橋川を見渡す
立体広場の整備

（合計約2,400㎡）

西河岸橋

眺望点

眺望点

眺望点

日本橋川

外堀通り

日本橋方面

東京駅
方面

水辺の
歩行者ネットワーク

日本橋川沿いの水辺空間への
入口となるゲート広場の整備

（約1,000㎡）

－日本橋川沿いの水辺空間の入口となるゲート広場－ －日本橋川沿いの水辺空間－

南街区

計画地

日本橋
一丁目

１・２番街区

日本橋
一丁目
中地区

日本橋
一丁目
東地区

日本橋室町
一丁目地区

「日本橋川沿いエリアのまちづくりビジョン」
対象エリア内の5地区を示す

日本橋

日本橋川

○河川区域内の活用に向けた体制を構築し、美観形成や維持管理を行うこ
とで、日本橋川沿いに公有地・民間敷地の一体的な賑わい・交流空間の
創出を図る。

東京駅
日本橋口

日本橋川沿いの連続的な水辺空間と歩行者ネットワークの整備

4
※川沿いの空間構成やデザインについては、周辺街区との連続性や統一感を意識し、日本橋川沿い５地区と連携し引き続き検討していく予定。



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。

【整備内容】

〇 東京駅・地下鉄大手町駅と地下鉄日本橋駅を接続する地下通路の一部区間を整備し、東京駅周辺の広域地下歩行者ネットワークの強化を図る。

〇 東京駅および地下鉄日本橋駅から日本橋川沿いへと向かう地上・地下・デッキレベルの歩行者ネットワークと縦動線を整備する。

〇 日本橋川沿いエリアの水辺空間の創出に合わせ、区道272号線および区道13号線の再整備（歩道拡幅等）を行う。

② 駅・まち・川をつなぐ地上・地下・デッキレベルの歩行者ネットワークの整備

＜東京駅周辺における地下通路等の整備状況＞

【地下歩行者ネットワーク】

○東京駅周辺は、世界有数の地下歩行者ネットワークが形
成されており、また、国内外と東京を結ぶ交通機能が集積
しているが、日本橋駅周辺の地下歩行者ネットワークとの
接続が課題となっている。

○日本橋川沿い５地区が連携して整備を行う日本橋川沿い
の水辺空間に対しても、地下鉄駅から水辺への円滑なアク
セスが求められている。

■現況・課題

【地上歩行者ネットワーク】

○本計画地沿道の区道272号線と区道13号線は、歩行者
空間が狭く、また、路線内に複数のパーキングメーターや、
切り下げ等が設置されていることから、安全で快適な歩
行者空間の創出が課題である。

■東京駅周辺の広域地下歩行者ネットワークの強化

＜将来イメージ＞ 上位計画※に示された地下通路整備図を基に作成

■区道272号線および区道13号線の再整備

■地上・地下・デッキレベルの歩行者ネットワークと縦動線の整備

○地下コンコースレベルから、川沿いへの回遊性の向上やバリアフリー動線の確保のため、
地上・地下・デッキレベルの歩行者ネットワークと縦動線を整備する。

＜B1F平面図＞ 上位計画※に示された地下通路整備図を基に作成

○上位計画※に位置づけられた東京駅・地下鉄大手町駅と地下鉄日本橋駅を接続する地
下通路の一部区間を整備し、東京駅周辺の広域地下歩行者ネットワークの強化を図る。

○街区間連携での地下歩行者ネットワークを整備し、将来的な既存地下鉄コンコースの混
雑解消に貢献する。

現況の区道272号線

【区道272号線】
○道路内のパーキングメーター撤去と道路幅員
構成の見直しにより、歩道を約4.5mに拡幅す
るとともに、道路表層整備等を通じ、歩行者環
境の改善を図る。

【区道13号線】
○道路幅員構成の見直しにより、歩道を約2.5ｍ
に拡幅するとともに、歩道状空地を約1.0ｍ整
備し、約3.5ｍの歩行者空間を確保する。

＜整備イメージ（区道272号線）＞

現況の区道13号線

永代通り
（国道１号）

外
堀
通
り

（
都
道
４
０
５
号
）

区
道
13
号
線

東京メトロ 日本橋駅

大手町地区
（D-1街区）

東京駅・東京メトロ
大手町駅との接続
（将来構想）

外堀通り
（都道405号）

首都高速
八重洲線

大手町地区
（D-1街区）

日本橋駅・
茅場町駅方面へ

東京駅・
大手町駅方面へ

南街区

永代通り（国道１号）

地上・地下・デッキ
を結ぶ縦動線

地下歩行者通路（将来構想）

２F

１F

B１F

東京メトロ
日本橋駅

隣接街区との接続
（将来構想）

＜整備イメージ＞ 上位計画※に示された地下通路整備図を基に作成

東京駅・東京メトロ
大手町駅との接続
（将来構想）

川や橋を見渡す
立体広場

眺望点

川沿いエリアの
ゲートとなる広場

隣接街区
との接続

（将来構想）

隣接地区との接続
（将来構想）

東京駅

大手町駅

日本橋駅

茅場町駅

バスターミナル

成田
空港へ

羽田
空港へ

地下通路未整備区間
（約130ｍ）

計画地

日本橋川沿いの水辺空間へと向かう地下通路
やバリアフリー動線など、円滑なアクセスの
創出が課題。

地上への
出入口

※東京駅前地域のまちづくりガイドライン2018（中央区）、日本橋川沿いエリアのまちづくりビジョン2017（中央区）
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呉服橋交差点

地上への
出入口

日本橋川沿いの連続的な水辺空間と歩行者ネットワークの整備



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。

○本計画地内においては、北街区、南街区ともに首都高地下化ルートが
敷地内を通過する計画とされており、本計画で整備する施設計画との
計画調整や、首都高地下化工事等への協力を実施する。

■首都高地下化の取組への協力内容

＜首都高地下化ルート 平面イメージ＞

〇首都高日本橋地下化検討会（国、東京都、首都高速道路株式会社、中央区）にて公表された「首都高地下化ルート」および、「事業スキーム（案）」を踏まえ、首都高地下化の実現に向けた
各種協力を実施する。

③ 首都高地下化の実現に向けた協力

※下記の内容は、現時点での施設計画を前提とした場合の内容であり、今後、関係者との協議・調整を図る中で変更となる可能性があります。

＜首都高地下化ルート 断面イメージ＞■本計画への影響

【首都高地下化ルートの導入空間の確保に向けた計画調整内容】

市街地再開発事業による敷地の集約と建物の高層化を図るとともに、
北街区・南街区それぞれで、次の協力を行う。

＜平面イメージ＞

＜南街区 地下３階平面イメージ＞

＜北街区・南街区 南北方向断面イメージ＞

a’

○北街区
•首都高地下化ルートを考慮した構造形式、荷重条件とするため、
建物を低層化。

○南街区
•地下に首都高速道路の整備及び管理に必要な空間を創出。

a’
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日本橋川沿いの連続的な水辺空間と歩行者ネットワークの整備

【首都高地下化工事等への協力内容】

•首都高地下化に関連して必要な工事スペース等への
協力・配慮。

＜北街区 東西方向断面イメージ＞

首都高速道路の整備及び
管理に必要な空間を創出

建物を低層化

建物を低層化

首都高速道路の整備及び
管理に必要な空間を創出

工事スペース等への
協力・配慮



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。国際競争力の強化に資する金融拠点の形成

【整備内容】

〇東京駅周辺で働く・訪れる高度金融人材に対し、商談やビジネス交流、アフターコンベンションなど、様々なビジネスシーンで快適に利用・滞在できる施設（約800㎡）を整備する。

〇周辺地区で整備が予定されている都心型複合MICE拠点との連携を通じ、日本橋川沿いエリアの国際金融・MICE機能強化に寄与する。

国際金融・都心型MICEを支える高度金融人材サポート施設の整備

○高度金融人材の活動支援の場として、金融関連情報入手・交換や、商談、ビジネス交流・アフターコンベンションなど、高度金融
人材が求める様々なビジネスシーンを想定した複合機能が一体的に備わった高度金融人材サポート施設を整備する。

○東京駅方面や、金融関連機能の集積が進む永代通りからアクセスしやすい配置とする。

○首都高地下化により修景された日本橋川を眺めながらのアフターコンベンションなど、日本橋川沿いエリアならではのビジネス交
流を演出するため、日本橋川沿いの店舗等へ円滑にアクセスできる計画とする。

■本計画における整備内容

＜周辺地区との連携イメージ＞○ 「日本橋川沿いエリアのまちづくりビジョン2017」を踏まえた
地区間での連携した取組として、先行する日本橋一丁目
中地区での大規模なビジネス交流イベント等の開催時に
は、イベント関連会議の開催やＭＩＣＥ参加者に対する商
談・アフターコンベンションの場の提供など、エリアとしての
国際金融・都心型MICE機能の強化に貢献する。

○官/民/地元および日本橋川沿い５地区の周辺地区による
エリアマネジメント組織の中の取組として、ＭＩＣＥ（コンベン
ション）等の誘致の連携について検討する。

日本橋一丁目中地区

八重洲一丁目北地区
（本計画）

永代通り

東京メトロ 日本橋駅

日本橋川

【コレド日本橋】

日本橋

地下通路

連携

地域の賑わい機能

オープンスペース

凡例

イベント関連会議の
開催やＭＩＣＥ参加
者へ商談・アフター
コンベンションの場
の提供

活動
支援

起業
支援

人材
育成

ビジネス
交流

MICE・
ビジネス交流

大規模なイベントを通じた
ビジネス交流

日常的な
ビジネス活動の

拠点

■周辺地区との連携による国際金融・都心型MICEの活性化

■国際金融都市の実現に向けた動き

◇都民ファーストでつくる「新しい東京」
特区制度等活用による国際金融都市の実現・外国企業
誘致の加速化
• 東京駅周辺では大手町から兜町地区を高度金融人
材が集積するショーケース化を推進

◇「国際金融都市・東京」構想
金融関係の人材、資金、情報、技術が集積する国際金
融都市・東京の実現
• 魅力的なビジネス面、生活面の環境整備
• 東京市場に参加するプレーヤーの育成

（都における国家戦略特区の取組）
• ５つの都市再生特例プロジェクトにおける金融ビジネス
交流拠点のスピーディな整備

多目的スペース

• 金融関連情報入手や金融セミナー等の
ビジネスイベント開催に活用

コンシェルジュ

• 高度金融人材のストレスフ
リーな活動を支援

高度金融人材が
求める質の高い
ア メ ニ テ ィ や
サービスの提供

出典：日本橋川沿いエリアの
まちづくりビジョン2017

日本橋川交流拠点の
形成イメージ

＜整備イメージ＞

7

交流ラウンジ

-アフターコンベンションでの活用イメージ- -ラウンジ・バーとしての活用イメージ--商談での利用イメージ-

• 高度金融人材などの快適な活動・滞在をサポートする質の高いサービスを提供する会員のための交流ラウンジ
• 日中は、ミーティングや商談で利用するほか、アフターコンベンションでの活用や、ラウンジ・バーとしての
活用など多様な利用形態とすることで、フォーマル・インフォーマルを問わない様々なビジネス交流を促進

ワークスペース

• 個人・チームの多様なニー
ズに応えるワークスペース

商談、アフターコン
ベンション等での

活用によるビジネス
機会の拡充

＜日本橋川交流拠点の形成に向けた地区間で連携した取組の推進＞

＜企画・運営体制イメージ＞

◇東京建物株式会社

◇金融プレイヤー ◇金融の専門家

「＋ＯＵＲＳ」の取組でこれまで
蓄積されているワークプレイス
づくりの実績や企画・運営のノ
ウハウを発揮

連携

高度金融人材が求めるアメニティ・サービス・空間づくりなど、
企画・運営の支援を実施

＜2F平面図＞

多目的スペース 交流ラウンジ ワークスペース

（参考）東京建物が運営する「+OURS」

高度金融人材サポート施設
（約800㎡）

計画地

出典：TOKYO LEADING THE WORLD BUSINESS

「+OURS」の整備例

永代通り



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。防災対応力強化と環境負荷低減

【整備内容】

〇屋内の帰宅困難者の受入スペース（合計約1,400㎡、約850名受入可能）を整備する。

〇屋外の一時待機場所（約1,500㎡）の確保と防災備蓄倉庫（約150㎡）を整備する。

〇災害に強い自立・分散型エネルギーシステムを導入する。

① 地域の防災対応力強化に向けた取組

■防災対応力強化に向けた取組 ■エネルギーの面的利用による環境負荷低減の実施

○大規模高効率コジェネレーションシステ
ム（CGS）、 CGS廃熱の直接利用、廃熱
熱利用冷凍機及び蓄熱槽を組み合わ
せた高効率な地域冷暖房（DHC）プラン
トを整備し、電力と熱を供給することでエ
ネルギーの効率的利用を図る。

○また、既存の八重洲日本橋DHCとの連
携（既存プラントへのエネルギー供給）
により、地域全体でのエネルギーの効率
的利用を促進する。

○東京駅、地下鉄日本橋駅に近接する当地区
周辺では、災害発生時において多数の帰宅
困難者が生じると予想される。

○当地区では、帰宅困難者の受入スペースの
提供および、一時待機場所の確保、防災備
蓄倉庫の整備を通じて、防災対応力強化を
図る。

○また、耐震性に優れたコジェネレーションシス
テム（CGS）の導入により、災害時に系統電力
が途絶した場合でもCGSと非常用発電施設に
より電力を確保する。

○電力・ガスが途絶した場合においても非常用
発電（72時間）により、帰宅困難者受入ス
ペース等へ電力を供給する。

【整備内容】

〇エネルギーの面的利用による環境負荷低減の実施。

〇建物の省エネルギー化による環境負荷低減の実施。

② 環境負荷低減に向けた取組

帰宅困難者受入スペースのイメージ 防災備蓄倉庫のイメージ

■建物の省エネルギー化による環境負荷低減の実施

○先進的な環境技術の導入により、エネルギーの効率的利用と熱負荷低減への取組等を進め、東京都建築物環境計
画書制度における段階３を目指す。

＜事務所用途CO2排出量原単位の目標＞

エネルギーの効率利用と
省エネルギー

・高効率なCGSの導入

・CGS廃熱利用冷凍機(ジェネリンク
等)

・CO2センサーによる外気導入量の
最小制御

・人感センサー・昼光センサーに
よる照明制御

・高効率LED照明器具

・トップランナー変圧器

・ポンプファンのトップランナー
モータ

・蓄熱槽とDHCプラントの設置

・大温度差送水システムによる搬送
エネルギー低減

・VAV（変風量制御）

・VWV（変流量制御）

・BEMSの導入

・DHCサブプラントとの中央監視と
BEMSの連携 等

自然エネルギーの利用

・外気冷房

・自然採光、昼光利用

ヒートアイランド現象の抑制

・屋上等の緑化

・広場等の緑化

・高反射性塗装・保水性舗装等の実施

水資源の有効活用

・中水利用、雨水利用

熱負荷の低減

・熱負荷の高い南側にコアを配置

・開口部の制限

・高性能ガラスの採用

・外装の工夫による日射遮蔽 等

＜環境負荷低減の取組イメージ＞

※ 位置、規模等については、
今後変更となる可能性が
あります。

＜エネルギー供給概念図＞

＜災害時の電力確保目標(南街区)＞

100%

平常時

系統電力

CGS CGS

非常用
発電機

非常用
発電機

ｲﾝﾌﾗ電力停止・
中圧ｶﾞｽ供給時

非常用
発電機

電
力
（
実
容
量
ベ
ー
ス
）

ｲﾝﾌﾗ電力停止・
中圧ｶﾞｽ停止時

80% 50%

一時滞在施設（屋内）

一時待機場所（屋外）

オフィスロビー

通路

地域冷暖房
施設

コージェネレーション
システム

防災備蓄倉庫

非常用発電機

屋内の帰宅困難者の受入スペースの確保
（合計約1,400㎡、約850名受入可能）

屋外の一時待機場所の確保
（合計約1,500㎡）

防災備蓄倉庫の整備
（帰宅困難者用：約150㎡）

永代通り 区道
272号線

日本橋川

東京メトロ
日本橋駅

＜整備イメージ＞

既存DHC
プラント

DHC
プラント

計画地
八重洲一丁目６地区

熱融通

熱供給

DHC
サブプラント

N

南街区

八重洲日本橋地区DHC
（既存）の区域

DHCの供給先
DHC区域の
拡張範囲

凡例
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通路



※計画内容は、今後の詳細検討及び関係機関協議により変更される場合があります。参考：景観形成方針の考え方

[景観形成の目標]

日本橋川沿いエリアのゲートとして
相応しい通り景観の形成

中 景

[景観形成の方針]

① 東京駅方面からの日本橋川沿いエリアのゲートとなる
空間を整備します。（外堀通り）

② 街の新たな歩行者軸として相応しい、賑わいが連続す
る街並みを整備します。（区道272号線）

③ 周辺市街地との調和による風格ある街並みを形成しま
す。（永代通り）

④ 八重洲エリアから日本橋川沿いへ連続した歩行者空間
を拡充します。（区道13号線）

[景観形成の目標]

回遊性の高い
潤いと賑わいに満ちた川沿い景観の形成

近 景

[景観形成の方針]

① 日本橋川沿いの賑わいや回遊性を高める水辺空間を整備
します。

② 川に顔を向けた賑わいのある空間形成を図る。

③ 日本橋川や橋を見渡す重層的な広場空間を創出します。

④ 川沿いの回遊性を高める地上・地下・デッキレベルの歩
行者ネットワーク・縦動線を整備します。

■日本橋川沿いエリアのゲートとなる空間の整備■周辺建物との調和した高層部のデザイン

■賑わいが連続する街並みの整備（区道272号線）

■日本橋川や橋を見渡す重層的な広場空間を創出■川沿いの賑わいや回遊性を高める水辺空間を整備

[景観形成の目標]

国際都市東京に相応しい象徴性を持った
都市景観の形成

[景観形成の方針]

① まちの「通り」や「町割り」に合わせた配棟計画により、
周辺との調和を図ります。

② 日本橋駅前拠点と常盤橋拠点を繋ぐスカイラインを形成
します。

③ 街並みへの圧迫感を軽減すると共に、東京駅前に相応し
い建物群としての高層部のデザインとします。

遠 景

夜 景

[景観形成の目標]

エリアの特徴を生かした様々な表情を
見せる夜間景観の形成

[景観形成の方針]

風格と賑わいが感じられる質の高い夜間景観を形成します。
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